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内視鏡の検査・治療には、複数の操作を同時に行う高い技能が求められます。
一方、現在の訓練は、高価な設備や模擬臓器、指導者の確保が必要であり、
若手医師が診療の合間に繰り返し練習できる機会は限られています。
本事業では、持ち運べる操作機器と仮想空間を組み合わせ、場所や時間を
選ばず安全に反復練習できる環境を実用化します。指導者の負担を抑えながら、
医師・病院・地域による訓練機会の差を縮め、内視鏡医療の質向上を目指します。

本研究開発では、内視鏡に似た携帯型コントローラ、体内の操作を再現する
仮想空間の訓練アプリ、操作記録をもとに練習結果を振り返る評価・助言機能を
一体化します。初心者が握り方や基本操作を段階的に学ぶ課題から、複数の操作を
組み合わせる治療手技の練習まで、習熟度に応じて反復できる構成を整備します。
さらに、医療機関での試用を通じて、操作の分かりやすさ、耐久性、準備や管理の
しやすさを検証し、継続利用に必要な製品仕様、運用方法、導入条件を整理します。
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